
 

 

 

 
                 節分によせて ― 心の在り方を見つめ直す 

暦の上では春となる立春の前日、2 月 3 日は「節分」です。立春を目前に控え、旧暦では新しい一年

の始まりとして大切にされてきた行事です。「季節の変わり目には邪気が入りやすい」という昔の人の

教えは、忙しい現代を生きる私たちにも通じるものがあるように感じます。邪気を払い幸せを願う「節

分」は、一度立ち止まり、心の在り方を見つめ直す貴重な機会といえます。 

子どもたちに「心の中にいる鬼は？」と問いかけると、「泣き虫鬼！」「おさぼり鬼！」「意地悪鬼！」

など、実に素直な答えが返ってきます。人間であれば誰しも心に弱さや邪気を持つものです。大切な

のは、それを自覚し、しっかりと払い除け、前を向いて生き生きと歩めるかどうかです。節分を機にそ

の鬼を「外！」と追い出し、晴れやかな気持ちで春を迎えたいですね。 

 
  ２月の主な行事予定            

 つくばみらい市立富士見ヶ丘小学校 

学校だより第１１号 令和８年２月２日 

３日（火） 新入学児童保護者説明会          １７日（火） 小中あいさつ運動、授業交流 

スクールカウンセラー来校日                委員会活動 

４日（水） スクールカウンセラー来校日                スクールカウンセラー来校日 

５日（木） 情報モラル教室（５・６年生）         １８日（水） 学年末 PTA 授業参観・懇談会 

６日（金） 心の健康観察                       ２０日（金） 心の健康観察 

９日（火） 読み聞かせ（６年生）                  ２３日（月） 天皇誕生日 

１１日（水） 建国記念の日                       ２４日（火） 読み聞かせ（５年生） 

１３日（金） 谷和原中学校区総合的な                       スクールカウンセラー来校日 

      学習の時間発表会           ２５日（水） フジロックフェス 

学校運営協議会                ２６日（木） フジロックフェス 

教職員によるコンサート           ２７日（金） フジロックフェス 

14 日（土） マス・トライ・デー 

一人一台端末について        

2 年生から 6 年生の学習用端末が新しい機種に切り替わりました。新しい端末を手にし、子ど

もたちは「画面がきれい！」「動きが速い！」と目を輝かせています。機器は新しくなりましたが、

使う上での大切な心構えは変わりません。これらは学習のための大切な「貸与品」です。「自分専

用」ではありますが「自分の所有物」ではありません。学校でも☆壊さないように大切に扱う☆学

習に関係のない使い方はしない☆決められたルールや時間を守る等の約束を確認しました。   

子どもたちには、新しい端末を「最強の文房具」として使いこなし、学びを深めてほしいと願って

います。ご家庭でも、持ち帰りの際などの見守りを、引き続きよろしくお願いいたします。 



 

        学年末 PTA授業参観・学級懇談会について         
  期日  令和 8年 2月 18日（水） 
  時間    9：30～11：25  第 6学年授業参観（親子活動）2・3校時 
         11：30～12：15  第 1～5学年 2・4・6組授業参観 4校時 
         13：50～14：35  第 1～5学年 1・3・5組授業参観 5校時 
       ※14：55 一斉下校 
         15：05～15：45  第 1～6学年学級懇談（各学級） 
  学級懇談会の内容 
        ・本年度の学習と生活の振り返り 
        ・春休み中の生活について 
        ・新年度に向けて 
  ◎当日の下校方法について、前日までにスクリレまたは連絡帳にて担任に 
お知らせください。 

あふれる情報に惑わされないために ～親子で高めるメディア・リテラシー～ 

インターネットやＳＮＳの普及により、私たちはいつでも膨大な情報に触れることができ

ます。しかし、その中には不確かな情報やフェイクニュースも紛れ込んでおり、大人でも見

極めが難しいことがあります。「いったい何が正しい情報なのか」「目の前にある情報とど

のように向き合えばよいのか」「正しい情報を見極めるためにはどうすればよいのか」——

こうしたことを一人一人が自覚し、情報を見極める力を養っていくことが大切だと考えま

す。子どもたちがネット上の情報を鵜呑みにせず、正しく活用するために、「情報の真偽を

確かめる４つのポイント」をご紹介します。ご家庭での会話の参考にしてみてください。 

１．「誰が」言っているの？（情報元の信頼性）  発信元はどこでしょうか。公的機関

など信頼できる機関の情報か、個人の主観的な意見かを確認しましょう。一つの情報

だけで判断せず、複数の信頼できる情報源を見比べることが大切です。 

２．「大元（おおもと）」の情報は？（一次情報）  情報は人から人へ伝わるうちに、尾

ひれがつき、内容が変わってしまうことがあります。「誰かが言っていたこと」ではなく、

「最初に発信された情報」にたどり着くことが真実を知る近道です。 

３．「いつ」の情報？（情報の鮮度）  ネット上の記事は、数年前のものが検索上位に

来ることもあります。内容が正しくても、現在とは状況が異なっているかもしれません。

「発信された日時」を必ず確認する癖をつけましょう。 

４．「どんなつもり」で？（発信の背景）  その情報は、事実でしょうか、それとも誰かの

「意見」や「感情」でしょうか。発信者が極端な考えを持っていたり、特定の目的（広告

や誘導など）を持っていたりしないか、一歩引いて考える冷静さが必要です。 

「これは本当に本当かな？」と、一度立ち止まって考える力を、学校と家庭の両輪で育て

ていきましょう。 

 

子どもたちの様子や、学校からのお知らせなどをホームページに掲載

しています。 

右のＱＲコードを読み取って、スマートフォンやタブレット端末など

からご覧ください。 

富士見ヶ丘小学校 

ホームページ 

 


